
腹部超音波（腹部エコー）検査

【検査項目】

腹部超音波検査

腹部超音波検査とは

超音波を腹部にあてて、腹部臓器の状態を調べる検査です。
主に上腹部の肝臓、胆嚢、胆管、膵臓、脾臓、腎臓と下腹部の膀胱、前立腺、
婦人科臓器（子宮、卵巣）などを観察し、病気の有無や形態などを調べます。
X線撮影のような被爆の心配もなく、苦痛も伴いません。

【検査方法】
検査の際には仰向けに寝てもらい、腹部にゼリーを塗って行います。

【検査所要時間】
10〜20分程度

この検査でわかる病気

肝臓・・・脂肪肝、肝のう胞、肝血管腫、肝臓腫瘤、肝臓腫瘍 など
胆のう・・・胆嚢結石、胆嚢ポリープ、胆嚢腺筋症、胆嚢腫瘍 など
膵臓・・・膵臓のう胞、膵臓腫瘍 など
脾臓・・・脾臓腫大
腎臓・・・腎臓結石、腎臓嚢胞、腎腫瘍 など
膀胱・・・膀胱内ポリープ、膀胱腫瘍 など
前立腺・・・前立腺腫大、前立腺石灰化、前立腺腫瘍 など
子宮・卵巣・・・子宮筋腫、子宮腺筋症、卵巣腫瘍 など
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